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考 按
　同種骨移植における抗原抗体反腱｛の問題は最近
でぽ主として0～5。Cにおける，いわゆる冷藏
骨移植の主唱者である河村等によって論ぜられて
いる。その主張は移植骨片を：特定の保存液中に浸
漬することによってその特異性脱却ないし“生化
学的特異性の馴化”を行わない限り，同種骨移植
の成績ば不良ならざるを，えないというにある。5）・6）
この点から河村は一10～35ecにおけるいわゆる
冷凍保存法が乾燥式で，なんらの保存液をも用v・
ない点を論難し，冷凍骨の骨銀行への子午は術早
であると断じている。この思想はかつてOrre117）
が煮沸骨移植にあたって同種骨移植の成功のため
には移植床に臨休を生ぜしめる可溶性蛋白の除去
が必要でこの故にこそ煮沸を行うのだ，と論じた
その流れを汲むものである。
　けれども試瞼管内にばともかく動物実験上にも
臨床上にも，抗原抗体反慮が原因で†1’移植が失敗
に帰した事実を証明することぽ出來ない。その理
由はなぜか？すでに証明せられてV・るとおり少く
とも骨皮質にぽ加．型の抗原A，Bが含まれていな
いのであるから，（Boyd　1947）s）その他の抗原に
つbても同様の類推が成立つかも知れない。ただ
5♪　河村＝　臣需床タト不平　1　（4）　工0〔n召22，．
6）河村・他：「1整会誌24，172（昭25）．
し骨髄成分における血液型抗原の存在は疑いを容
れる余地はなく，本実験でも明かに立証された。
しかるに骨片は大てV・若干の骨髄成分の附着した
まま移植されるにもかかわらず，実際上それによ
って移植の成績を左右されるに至らぬ原因は，結
局抗原の量にあるのではなかろうか。
　ところで可塑骨は現在のところその材料源を主
と．して胸廓形成術肋骨に仰V・でいる関係上，骨髄
成分が混在するのぽ勿論であり，被移植者に対す
る抗原性一勿論血液型抗原性をふくめて一をもつ
と考えるのが普通であろう。
　しかるに上述の実瞼結果は予期に反してその陰
性なるζとを示したのである。その理01を考えて
みるに一つには可塑骨は種々の血液型の肋骨より
得られた微細片を混ぜ合せたのち容器に分納せら
れる関係上，乾燥血漿等についてもいわれている
ように，V・わゆる多慣（polyvalent）であって，骨
髄中に含まれている抗原と抗体が，それぞれ結合
してしまっているためか，また二つにぽ可塑骨の
作製過程で抗原性が破壊され消失したためか，で
あろうと考えられる。そしてどちらかといえば，
前者の可能性が大きいと考えられる。
　動物実験上並びに臨床上，他の同種骨と同様に
抗原抗体反慮に原因を求めねばならぬような失敗
例を，いまだみせない可塑骨について，試瞼管内に
7）Orrell，　S．二Acta　Chir．　Scand．74，　Sup．31（1933）．
8）　Boyd：　Fundamentals　of　Irnmunology’（1947）．
56 河邨・内海　　骨髄と可塑骨の血球凝集反雁ギ 札幌医誌1954
おいても血球凝集素の吸牧が認められないことは，
まことに心弧い事実といわねばならない。
む　す　び
　骨皮質に血液型凝集原A，Bの存在せぬことは，
すでに記載されているととろであるが（Boyd），骨
髄には明かにそ’れが存在することを著者等は実瞼
的に証明した。しかも，河邨の創製に：成る“可塑
骨”（冷凍乾燥骨微細片）は骨皮質と骨髄成分の両
者を含むものであるにかかわらす，凝集素の吸牧
を示さぬ結果が得られたのである。その理由は可
塑骨が種々の血液型の骨より得られた微細片を多
数混ぜ合わせたのち容器に分納される関係上，い
わゆる多慣なるためかと考えられる。
微生物学教室植竹教授の御助言に深謝する。
　　　　　　　　　　、　　（昭和28．10．9受付）
Summary
　　The　absence　of　aggultinogen　A　and　B　in　the　substantia　corticalis　of　bone　was
previously　described　（BoyD　1947）．　ln　bone　marrow，　the　authors　have　proven，　they　were
present．　And　though　“Modelable　Bone”　（freeze－dried　bone　chips）　cohtains　both　corticalis　and
marrow，　i．t　was　unable　to　absorb　hemagglutinin　a　or’S．　The　reason　probably　lies　in　the
fact　，　that　the　n］odelable　bone　is　“polyvalent”’C　since　it　is　prepared　by　mixing　bone　chips
of　v，arious　blood　types．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Oct．　．9，　1953・）
